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盂蘭盆会 盂蘭盆会勤行

一
日
の
空
過
は

や
が
て

一
生
の

空
過
と
な
る

詳
細
は
2
頁

護
持
会
報
告

十
月
九
日
（
月
）
午
後
十
一
時
勤
修

詳
細
は
3
頁

報
恩
講

詳
細
は
4
頁

子
供
会
報
告
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二
〇
二
二
年
度
第
二
十
四
回
光
照
寺

護
持
会
総
会
が
六
月
二
十
日
十
三
時
か

ら
光
照
寺
本
堂
に
お
い
て
開
会
さ
れ
ま

し
た
。

勤
行
に
引
き
続
き
、
会
員
全
員
で
婦

人
部
の
皆
様
に
合
わ
せ
て
仏
教
讃
歌

「
真
宗
宗
歌
」を
唱
和
し
ま
し
た
。

ご
住
職
様
か
ら
貴
重
な
歩
み
を
重
ね

二
十
四
回
目
に
な
り
ま
し
た
こ
と
へ
の

お
礼
の
言
葉
を
賜
り
ま
し
た
。「
真
宗
宗

歌
」
は
素
晴
ら
し
い
歌
詞
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。
も
う
一
度
お
読
み
い
た
だ
き

身
に
染
み
て
味
わ
い
、
歩
み
を
続
け
て

頂
け
れ
ば
と
の
お
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。

会
長
か
ら
護
持
会
へ
の
協
力
の
謝
意

と
共
に
コ
ロ
ナ
は
感
染
法
上
五
類
に
な

り
ま
し
た
が
終
息
し
た
訳
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
引
き
続
き
注
意
し
ま
し
ょ
う
と

挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

総
会
は
平
山
正
三
氏
を
議
長
に
議
案

に
入
り
ま
し
た
。
前
年
度
の
護
持
会
の

活
動
実
績
及
び
、
護
持
会
の
収
支
決
算

と
監
査
が
報
告
さ
れ
全
会
一
致
で
承
認

さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
の
活
動
計
画
案

及
び
、
今
年
度
の
収
支
予
算
案
が
提
案

さ
れ
何
れ
も
原
案
通
り
可
決
承
認
さ
れ

ま
し
た
。
坊
守
様
よ
り
聞
法
会
・
年
間
行

事
・
サ
ー
ク
ル
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

大
塚
氏
よ
り
子
供
会
の
紹
介
と
参
加
の

お
誘
い
が
あ
り
ま
し
た
。
護
持
会
の
親

睦
旅
行
は
今
年
度
は
見
送
り
に
な
り
ま

し
た
が
引
き
続
き
状
況
を
見
な
が
ら
検

討
し
て
い
き
ま
す
。
庶
務
の
南
袈
裟
雄

氏
が
退
任
さ
れ
た
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

絵
解
き
サ
ー
ク
ル
に
よ
る
「
真
宗
ク

イ
ズ
」
の
催
し
が
あ
り
知
っ
て
い
る
よ

う
で
知
ら
な
い
真
宗
に
関
わ
る
三
択
問

題
に
頷
き
あ
り
、
笑
い
あ
り
の
時
間
を

共
に
過
ご
し
ま
し
た
。
仏
教
が
語
源
と

護
持
会
総
会
報
告

淡
海
雅
子

総会

婦人合唱

勤行2 勤行1

絵解き3 絵解き2

絵解き1
な
っ
て
い
る
言
葉
が
世
間
に
多
々
あ
る

こ
と
を
改
め
て
確
認
し
、
楽
し
い
時
を

共
有
い
た
し
ま
し
た
。

最
後
に
全
員
で
仏
教
讃
歌
「
恩
徳
讃
」

を
唱
和
し
閉
会
い
た
し
ま
し
た
。

今
後
と
も
皆
様
方
の
ご
支
援
、
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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報　恩　講
・１０月９日（月）祝日

・午前１１時～３時頃（１０時３０分受付）

・場所　光照寺本堂

・法要勤修

・講師　隆　彰見先生（能登教区・聖德寺住職）

・講題　「お念仏の生活」－生活に関わる仏教－

先生よりメッセージ：

「毎年暑い暑いと日々の生活を過ごし、昨年より暑いとつ

ぶやきながら、この地球上に生かされ、地球温暖化から地

球沸騰化という言葉もうまれました。仏教では全ての生き

とし生けるものを平等であるといただいております。私た

ち人間の生き方、生きるとはなんぞや、自己とはなんぞや、

の問いに皆さんと一緒に学んでみたいと思います。」

※準備の都合上、出席の際は、10月2日までにお寺にご連絡
下さい。

午前 １０：３０ 受付

 １１：００ 勤行

 １２：００ お斎（食事）

 １：００ 法話　質疑応答

 ３：００ 終了予定頃

報

恩

講

【
報
恩
講
は
宗
祖
、
親
鸞
聖
人
の
ご
恩
徳

に
報
謝
し
、
い
の
ち
の
道
理
を
深
く
尋

ね
る
法
要
で
、
一
年
の
中
で
最
も
大
切

な
仏
事
で
す
。
真
宗
門
徒
と
し
て
必
ず

勤
め
る
法
要
で
あ
り
、
光
照
寺
の
今
年

度
最
後
の
大
き
い
法
要
で
す
の
で
是
非

と
も
ご
参
詣
下
さ
い
。】

　

本
年
も
隆
彰
見
先
生
（
能
登
教
区
・
聖

德
寺
住
職
）
を
お
迎
え
し
て
報
恩
講
を

勤
修
致
し
ま
す
。
ご
家
族
、縁
者
お
誘
い

合
わ
せ
の
上
、
多
く
の
方
々
の
ご
参
詣

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

�

住
職
（
釋
徹
照
）

「よきことも、あしきことも、業
ごう

報
ほう

にさし
まかせて、ひとえに本願をたのみまい
らすればこそ、他力にてはそうらえ。」

川越喜多院の五百羅漢

羅漢：「弥
み

陀
だ

の本願不思議におわし
ませばとて、悪をおそれざるは、また、
本願ぼこりとて、往生かなうべからず
ということ。」とはいかに。第１３章
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子
供
会
報
告

光
照
寺
子
ど
も
会
「
ポ
ニ
ー
ク
ラ
ブ
」

“
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
（
秋
葉
の
森
公
園
）”

�

大
塚　

陽
子

猛
暑
の
続
く
毎
日
、
関
東
の
梅
雨
明

け
宣
言
の
翌
日
七
月
二
十
四
日
（
月
）秋

葉
の
森
総
合
公
園
現
地
集
合
。
大
人
十

一
名
、小
人
七
名
出
席
あ
り
。
ま
ず
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
の
か
ま
ど
に
火
を
つ
け
る
準

備
を
し
、
住
職
、
平
山
さ
ん
か
ら
の
挨
拶

を
頂
き
、
嘆
仏
偈
を
唱
和
、
自
己
紹
介

後
、
子
供
達
は
広
場
で
自
由
に
遊
び
、
一

ヶ
所
か
ま
ど
で
カ
レ
ー
鍋
を
温
め
、
二

ヶ
所
で
お
母
様
方
の
奮
闘
を
受
け
て
、

焼
ソ
バ
を
作
り
お
昼
に
頂
き
ま
し
た
。

昼
食
後
、仏
・
法
・
僧
の
宝
探
し
ゲ
ー
ム

を
し
た
り
、
マ
シ
ュ
マ
ロ
を
焼
い
て
食

べ
ま
し
た
。

最
後
に
恩
徳
讃
を
唱
和
し
、
現
地
解

散
し
ま
し
た
。
暑
さ
の
中
、楽
し
く
過
ご

せ
ま
し
た
。
次
回
は
十
二
月
二
十
五
日

（
月
）予
定
し
て
ま
す
。

お外で勤行しました かまどの火おこし、ついたかな

カレーおいしかったよ

みんなでハイ・チーズ
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寺

ヨ

ガ

お
寺
で
ヨ
ガ
を
毎
週
月
曜
十
時
～
十

一
時
開
催
し
て
い
ま
す
。
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
は
ト
モ
ヨ
先
生
。
南
イ
ン
ド
の

先
生
よ
り
古
典
ヨ
ガ
を
習
得
。
初
め
て

の
方
も
歓
迎
で
す
。
ご
興
味
の
方
は
当

寺
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

教
え
る
世
界
は
冷
た
い
で

す
け
れ
ど
、教
え
ら
れ
る

世
界
は
温
か
い
も
の
で
す
。

松
本
梶
丸

（『
信
心
は
如
来
の
眼
』）よ
り
）

マシュマロうまく焼けるかな焼きそば焼いたよ

暑いけど楽しかったね
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私
は
春
に
病
を
発
症
し
介
護
ベ
ッ

ド
に
臥
せ
る
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ

ま
し
た
。
病
の
進
行
が
速
か
っ
た
の

で
、
仕
事
で
介
護
ベ
ッ
ド
の
患
者
の

お
世
話
を
す
る
身
か
ら
、
突
然
、
介

護
ベ
ッ
ド
で
お
世
話
を
受
け
る
身
と

な
る
経
験
を
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。気

分
的
に
も
落
ち
込
む
日
々
が
し

ば
ら
く
続
き
ま
し
た
が
、
あ
る
日
、

大
谷
派
の
出
版
物
の
中
に
「
雨
の
日

に
は
雨
の
日
の　

生
き
方
が
あ
る
」

と
い
う
法
語
を
見
つ
け
ま
し
た
。
今

は
与
え
ら
れ
た
現
実
を
流
れ
の
ま
ま

に
引
き
受
け
て
生
き
て
い
け
た
ら
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
あ
り
が
た
い

日
々
を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。�

合
掌

�

藤
原
自
雄

法
要
の
ご
案
内

◦
報
恩
講

十
月
九
日
（
月
）
午
前
十
一
時
よ
り
勤

修
。
講
師
は
隆
彰
見
先
生
（
能
登
教
区
・

聖
德
寺
住
職
）

◦
修
正
会

二
〇
二
四
年
一
月
一
日
元
旦
、
午
後
一

時
よ
り
勤
修
。
新
年
を
阿
弥
陀
如
来
の

ご
尊
前
よ
り
出
発
致
し
ま
し
ょ
う
。

聞
法
会
の
お
知
ら
せ

◦
親
鸞
聖
人
の
み
教
え
に
聞
く
会
は
休
会
。

講
師
は
延
塚
知
道
先
生
（
大
谷
大
学
名

誉
教
授
）

◦
大
経
の
会

十
月
は
報
恩
講
、十
二
月
十
五
日
。
午
後

二
時
～
午
後
四
時
。
講
師
は
住
職
。
細
川

巌
著
『
正
信
偈
讃
仰
』（
七
）を
学
ん
で
い

ま
す
。

◦
我
聞
の
会

十
月
十
八
日
、
十
一
月
十
五
日
、
十
二
月

六
日
。
午
後
二
時
～
四
時
。
講
師
は
住

職
。「
歎
異
抄
」を
学
ん
で
い
ま
す
。

◦
微
風
学
舎

十
月
十
一
日
、
十
一
月
二
十
二
日
、
十
二

月
十
三
日
。
午
後
二
時
～
四
時
。
講
師
は

住
職
。「
高
僧
和
讃
講
義
（
二
）」
延
塚
知

道
著
を
学
ん
で
い
ま
す
。

真
宗
に
学
ぶ
つ
ど
い

十
二
月
十
一
日
、
午
後
一
時
三
十
分
～

四
時
。
会
場
は
浄
楽
寺
、講
師
は
大
久
保

良
尚
氏
。

サ
ー
ク
ル

◦
聲
明
サ
ー
ク
ル
、十
一
月
八
日
。
午
後

二
時
～
四
時
。
講
師
は
住
職
。

◦
絵
解
き
サ
ー
ク
ル
、
十
月
二
十
四
日
、

十
二
月
二
十
日
。

子
供
会

十
二
月
二
十
五
日（
月
）。冬
休
み
企
画
。

寺
ヨ
ガ

お
寺
で
ヨ
ガ
。
毎
週
月
曜
十
時
～
十
一

時
、講
師
ト
モ
ヨ
先
生
。
興
味
あ
る
方
は

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
教
室

生
後
二
ケ
月
～
一
歳
位
ま
で
の
赤
ち
ゃ

ん
対
象
。
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
は
遠
藤

尚
子
先
生
。
会
場
は
お
寺
。
興
味
あ
る
方

は
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

お
願
い

ご
自
宅
で
法
事
の
際
は
駐
車
場
を
ご
用

意
下
さ
い
。

住
所
・
電
話
番
号
変
更
の
際
は
必
ず
ご

連
絡
下
さ
い
。

吉
澤　

光
昭

上
槽
に
手
塩
を
か
け
し
今
年
酒

今
年
酒
杜
氏
の
誇
り
の
栓
開
け
ぬ

角
打
ち
を
今
年
酒
に
て
舌
づ
つ
み

新
蕎
麦
や
戸
隠
の
里
臼
廻
る

秋
日
和
浴
び
て
地
蔵
の
昼
寝
か
な

佐
々
木　

玄
吾

「
念
仏
の
子
は
誰
で
も
光
る
」と

　

勤
行
す
る
は　

中
三
ふ
た
り

サ
ル
に
な
り　

カ
エ
ル
に
な
り
て

　

演
技
す
る

室
内
営
火
の
小
五
の
ふ
た
り篠

原　

潤
子

夏
来
れ
ば
海
が
待
っ
て
る
血
が
さ
わ
ぐ

　

婆ば
あ
ば

は
岩
場　

人マ
ー
メ
イ
ド魚

に
な
り
き
る

灼
熱
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
行
く
蟻
と
あ
う

　

吾
ら
も
歩
く
宇
宙
の
片
隅

電
柱
の
天て

っ
ぺ
ん辺

の
カ
ラ
ス
何
想
う

　

疲
れ
は
せ
ぬ
か
都
会
ぐ
ら
し
は

ち
ょ
っ
と
し
た
喜
び
駅
で
出
会
い
た
る

　

女ひ

と性
の
香
水
流
れ
く
る
時

秩
父
路
の
古
民
家
の
障
子
二
十
枚

　

夫
と
張
り
替
え
ジ
ャ
ズ
聞
き
な
が
ら

「
昔
ね
」と
自
分
を
語
る
初
孫
は

　

ま
だ
五
歳
で
す
何
を
思
い
て

河か

ば馬
の
ご
と
口
を
あ
け
た
ら
孫
の
歯
は

　

二
十
六
本
婆ば

あ
ば

十
六
本

マ
ー
ジ
ャ
ン
を
覚
え
た
小
二
の
孫
娘

　

仮
名
づ
け
テ
ス
ト
に
ト

東

ウ
ナ

南

ン
シ

西

ャ

ペ
北

イ
初
盆
の
恩
師
を
偲
び
感
謝
し
て

　

般
若
心
経
身
を
正
し
書
く

喜
び
は
暑
さ
に
負
け
ず
身
を
正
し

　

息
と
と
の
え
て
写
経
す
る
時

釋
尼　

邦
照
（
前
坊
守
）

生し
ょ
う　

を
受
け

老　

い
て
行
く
身
に

病　

い
重
な
り

死　

も
ま
た
我
な
り

死　

も
ま
た
我
な
り

寺
務
所
よ
り

柿Ⅱ
山田　邦興　画


